



学・早稲田キャンパスを会場にして、 “Islam and 









けた発展的研究」（英文名：Negotiating Values in 
Multicultural Circumstances: Toward the Symbiosis 



























“Islam and Multiculturalism:  









セッション1：Media, Language and Identity
セッション2： Multicultural Trend in Islamic 
Sciences
セッション3： Student Movement: Past and 
Present



































セッション 1  

































レポート：国際セミナー “Islam and Multiculturalism”　105
人類学的研究の研究者として知られる。氏の報
告 “Sameness and Difference: Ahmadiyya Islam in 
















Multicultural Trend in Islamic Sciences





は、“Translations of Greco-Roman Mathematical 












る、“The Importance of Indian Astronomy in the 








3番目の報告は、Robert Morrison氏 （Bowdoin 
College）による“An Economy of Knowledge in the 

























セッション 3  
Student Movement: Past and Present



































セッション 4  
Politics and State Building
2日目午後の最初のプログラムであった第4








／早稲田大学）は、“Tribes and State formation in 












八木幹也氏による“The Construction of the Trans-











“Branding and State-Building in the Arab Gulf States: 










あった。“Islam and Nation-Building in Malaysia and 
Indonesia”と銘打った氏の報告は、マレーシア、
インドネシアという多民族・多宗教であり、かつ







































次に、Md Nasrudin Md Akhir氏（マラヤ大）に
















て、“Harmonizing Halal: Forms of Evidence and 
Verification Strategies on Zabihah.com”と題された
報告が行われた。都市化・産業化の進展によっ
て生産者と消費者の乖離が拡大し、さらに近年
ではハラール認証団体が急増する中で、「ハラー
ル」の真正性をいかに保障するのかが一つの課題
となっている。本報告は、1998年にアメリカの
シリコンバレーで立ち上げられたオンラインサ
イトZabihah.comの活動紹介を通じて、これまで
各種認証団体といういわば「上からのハラール認
証」とは異なる、消費者によるネット評価のよう
な「下からのハラール認証」が行われつつあるこ
とが示された。
報告終了後の質疑応答では、ハラール認証をめ
ぐる法学派ごとの解釈の違いが存在するのか、あ
るいは存在した場合にはどのように解釈がなされ
ているのかといった質問や、ネットを通じた消費
者のハラール評価基準の信頼性に関する質問が寄
せられた。熱心な質問が飛び交い、最後まで熱い
議論が繰り広げられた。各報告は地域も時代も異
にしたものであったが、アラブ・中東世界を超え
て世界へと広がるイスラームの歴史的・今日的様
相を知る上で大変貴重なものばかりであった。
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